
「広報しばた」は環境に
やさしい植物油インキを
使用しています

　市では、2050年温室効果ガス排出量実質ゼロの実現に向けて、令和3年6月に「新発田市
ゼロカーボンシティ」を宣言。令和5年9月には「新発田市地球温暖化対策実行計画」を策定
し、市民・事業者・市がこれまで以上に連携・協働し、快適で豊かな暮らしと脱炭素社会の実現
を両立させる取組を進めています。

広報しばた　　令和6年 8月 19 日 ⑫

新発田市脱炭素社会推進パートナーシップ

にいがたゼロチャレ30に取り組みましょう

公共施設照明設備のLED化

チャレンジ カーボン！ ゼロゼロ

みんなで

【問合せ先】環境衛生課生活環境係（☎28-9120）

LED照明LED照明にに
替えよう！替えよう！
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　市内の脱炭素化に向けた取組を推進させるとともに、本市の持続可能なまちづくりの実現に向けて、環境・経
済・社会の好循環を目指して、令和6年2月に「新発田市脱炭素社会推進パートナーシップ」を設立しました。
　本パートナーシップの趣旨にご賛同いただき、ご参加いただける事業所などを募集しています。

▲脱炭素普及セミナーの様子（令和6年2月）

パートナーシップの主な活動
●パートナーシップ会議の開催（年3回程度）
●脱炭素普及セミナーの開催（年1回）
●相談・支援（通年）
●再エネ・省エネ促進（通年）

　県では、2050年脱炭素社会の実現に向け、快適で地球にやさしいライフ
スタイルとして「にいがたゼロチャレ30」を提案しています。

　市が所有する公共施設のコスト削減と市の事務事業によって排出される温室効果ガ
スを削減するため、順次、公共施設照明設備のLED化を進めています。
　一般照明用の蛍光ランプの製造・輸出入が、2027年までに段階的に廃止されま
す。ご家庭や事業所でも、計画的にLED照明に替えていきましょう。

3.3kg/月

210円/月

CO2削減量

節 約 金 額

CO2が削減できてお財布
にもやさしい取組を紹介し
ています！

パートナーシップにつ
いて、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください

▲県脱炭素ポータル

▼
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